
慰霊祭は、ＡＭＤＡの菅波茂理事長の挨拶で開式

　
三
月
十
一
日
、
あ
の
東
日
本
犬
震
災
よ
り

満
一
年
を
迎
え
、
副
教
主
様
が
事
務
局
長
を

お
つ
と
め
の
Ｒ
Ｎ
Ｎ
（
人
道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ

Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
主
催
の
「
東
日
本
大
震

災
Ｒ
Ｎ
Ｎ
慰
霊
祭
」
が
、
神
道
山
・
日
拝

所
に
お
い
て
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　
定
刻
の
午
後
二
時
三
十
分
、
開
式
。
ま
ず
、

犬
貫
乳
直
後
か
ら
現
地
入
り
し
被
災
者
救
援

に
当
た
っ
て
い
る
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
理
事
長
の
挨
拶
。
菅
波
氏
は
、

東
日
本
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
場
に
共
に

赴
い
た
Ｒ
Ｎ
Ｎ
の
宗
故
老
が
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
に
祈
り
を
捧
げ
て
喜
ば
れ
た
こ
と
を

紹
介
し
、
今
後
も
同
じ
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
と
語
っ
た
。
続
い
て
主
催
者
で
あ
る

Ｒ
Ｎ
Ｎ
の
永
宗
幸
信
委
員
長
（
天
台
宗
本
性

院
副
住
職
）
が
真
ご
こ
ろ
の
祈
り
を
捧
げ
る

Ｌ
へ
廿
を
説
さ
、
被
災
片
に
心
を
寄
せ
続
け
て

ほ
し
い
と
訴
え
た
。

　
両
氏
の
挨
拶
が
終
わ
り
、
大
震
災
発
生
時

刻
の
午
後
二
時
四
十
六
分
と
な
っ
た
。
大
数

殿
の
大
太
鼓
が
鳴
り
響
き
、
永
宗
委
員
長
先

導
の
も
と
に
参
拝
者
一
同
は
Ｔ
分
間
の
黙
祷

を
捧
げ
た
。
続
い
て
、
各
宗
派
ご
と
の
慰
霊

の
祈
り
と
な
り
、
真
言
宗
、
金
光
教
、
立
正

校
成
会
、
天
台
宗
、
そ
し
て
本
数
（
斎
主
は

副
教
主
様
）
の
順
で
つ
と
め
ら
れ
た
。

　
閉
式
に
先
立
ち
、
副
教
主
様
が
締
め
く
く

り
の
挨
拶
。
副
教
主
様
は
ま
ず
事
務
局
長
と

し
て
の
御
礼
を
述
べ
た
後
、
昨
年
四
月
二
十

九
日
、
大
震
災
よ
り
五
十
目
の
日
拝
所
に
お

け
る
慰
霊
祭
や
同
八
月
の
Ｒ
Ｎ
Ｎ
絆
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
三
月
十

九
日
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
絆
コ
ン
サ
ー
ト
（
被
災
地

の
大
槌
高
校
吹
奏
楽
部
が
参
加
－
別
掲
）
や

三
月
二
十
一
日
の
大
槌
町
・
入
念
寺
に
お
け

る
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
に
よ
る
合
同
祈
願
式
（
別
掲
）

を
紹
介
し
、
こ
れ
か
ら
も
被
災
地
に
心
を
寄

せ
続
け
祈
り
を
捧
げ
行
動
し
て
い
く
熱
い
思

い
を
語
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
日
拝
所
に
お
け
る
一
連

の
附
り
の
。
ぢ
で
、
大
紋
殿
の
御
紳
前
に
お

-
30

-

大
震
災
発
生
時
刻
の
午
後
二
時
四
十
六
分
、
参
拝
者

一
同
は
、
身
失
せ
た
方
の
霊
の
平
安
と
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
興
を
祈
っ
て
黙
祷
を
捧
げ
た

藤
原
徳
行
大
数
殿
司
教
を
従
え
、

詞
を
上
げ
続
け
ら
れ
て
い
た
。

　
な
お
、
こ
の
慰
霊
祭
の
模
様
は
、

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継
さ
れ
た
他
、

ビ
・
新
聞
等
で
も
報
道
さ
れ
た
。

い
て
は
、
そ
の
間
一
時
間
余
、
教
主
様
が

藤
原
徳
行
大
数
殿
司
教
を
従
え
、
大
祓

イ
ン

テ
レ

　　閉式において、ＲＮＮを代表して副教主様がご挨拶
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教主様・副教主様のご講話がいつでも拝聴できる

「まることダイヤ」レ」
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本部行事日程 教主様のご講話 副教主様からのホットニュース

午前３時～10時 午前10時～午後８時 午後８時～午前３時

☆電話一本で、年中無休の24時間、いつでもどこからでも、教主様・

　副教主様のご講話、また教団の活動情報が聞けます。
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